5.2.2 　影響予測

予測項目は、施設（浸出水処理設備）の稼働及び埋立作業による事業計画地周辺の騒音レベル並びに廃棄物等運搬車両の走行による走行ルート沿道の騒音レベルとした。

（1） 施設（浸出水処理設備）の稼働、埋立作業
施設（浸出水処理設備）の稼働、埋立作業に伴う騒音（以下「施設騒音」という。）による事業計画地周辺の騒音の影響について予測した。

1） 予測概要

予測概要は、表5-2-8に示すとおりである。

表5-2-8  施設騒音に係る予測概要
	予測項目
	騒音レベル（ＬA5）

	予測地点

(図5-2-3)
	事業計画地の敷地境界（直近住居側） 

	予測手法
	伝搬理論式

	予測時期
	影響が最大となると想定される稼働条件の時期


①　予測の基本的な考え方

施設（浸出水処理設備）の稼働及び埋立作業に伴い発生する騒音を、数値計算による定量的な手法により予測を行った。

②　予測地点及び予測対象発生源

予測地点は、図5-2-3に示すとおり、騒音の影響が最も大きいと考えられる直近住居側である北東側敷地境界とした。

なお、処分場周辺地域のうち、周辺の山や丘陵の稜線までは大栄環境株式会社の所有地又は管理地であり、住居等の保全対象施設が立地することはないため、これらも含めて処分場の敷地とし、予測地点はその境界線上とした。
予測対象音源は、浸出水処理設備（24時間稼働）及び埋立作業機械（９時～17時の８時間稼働）とした。

なお、予測における時間区分は、9時～17時を「埋立作業実施時間帯」とし、17時～9時を「埋立作業停止時間帯」とした。
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図5-2-3　 事業計画地敷地境界の予測地点及び発生源
③　予測手法

予測手法は、騒音源である浸出水処理設備及び埋立作業機械を点音源として、次式の半自由空間における無指向性点音源の距離減衰式により予測した。

予測の手順は、図5-2-4に示すとおりである。
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図5-2-4  施設騒音の予測手順
＜距離減衰式＞

[image: image3.wmf]廃棄物等運搬車両騒音（等価騒音レベル）の予測結果（デシベル）


＜騒音の合成式＞
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④　予測対象時期

予測対象時期は、影響が最大となると想定される稼働条件の時期とした。

⑤　予測条件

予測の対象とした施設及び埋立作業機械の騒音パワーレベル等は、表5-2-9に示すとおり、メーカー資料及び現施設の調査結果を基に設定した。

埋立作業機械の稼働条件は、大気質の予測時と同様に、同時に稼働する最大台数（油圧ショベル２台、ブルドーザ１台）を予測条件とした。

埋立作業機械の音源配置は、直近住居側の北東側敷地境界付近とした。

表5-2-9  施設及び埋立作業機械の騒音パワーレベル等

	施設・機械名称

［作業機械の型式］
	騒音パワーレベル注１）
（デシベル）
	音源数
	音源から予測地点までの距離（m）

	
	
	
	北東側

敷地境界

	浸出水処理設備
	89
	1
	349

	油圧ショベル 注２）
［日立／ZX200］
	99
	2
	55

	ブルドーザ 注２）
［CAT／D3C］
	104
	1
	55


注1)騒音パワーレベルは、以下のメーカ資料等により設定した。

・油圧ショベル（バックホウ）：日立建機株式会社カタログ値より
・ブルドーザ：新キャタピラー三菱機器仕様より
・浸出水処理設備：現在の処理施設の現地調査結果より

2)現在使用している作業機械は、「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規程」（平成9年建設省告示第1536号）に基づき、国土交通省により、油圧ショベルは超低騒音型建設機械に、ブルドーザーは低騒音型建設機械に指定されている。なお、ここで、「低騒音型建設機械」とは、建設機械から発生する騒音が上記告示の基準に適合するものであり、「超低騒音型建設機械」とは、告示の基準から６ﾃﾞｼﾍﾞﾙ以上下回るものとされている。

2） 予測結果
事業計画地の北東側敷地境界における騒音レベル（ＬA5）の予測結果は、表5-2-9に示すとおり、埋立作業実施時間帯で63デシベル、埋立作業停止時間帯で33デシベルと予測され、騒音規制法等に基づく規制基準値（第二種区域：朝・夕50デシベル、昼間55デシベル、夜間45デシベル）と比較すると、埋立作業停止時間帯では規制基準値を下回るものの、埋立作業実施時間帯では規制基準値を上回る結果となった。

埋立作業実施時間帯で規制基準値を上回った原因は埋立作業機械の稼動音によるものであるが、埋立作業機械は、広大な処分場内を移動しながら順次埋立作業を行うため、処分場内の特定の地点で長期間にわたって埋立作業を行うものではないことから、敷地境界でこのような騒音が長期間継続することはない。

また、本処分場の周辺地域は森林・ため池及び大栄環境株式会社管理地であるため、敷地境界付近には住居等の保全対象施設は存在せず、また、将来立地する可能性もほとんどない。

さらに、敷地境界は周辺の山や丘陵の稜線部であるが、予測では距離減衰のみを考慮し、地形による回折や森林緑地等の減衰効果を考慮していないことから、その外側への影響はさらに低い値になるものと考えられる。

なお、将来、敷地境界付近等に住居等の保全対象施設が立地する場合には、必要な騒音対策を講ずることにより規制基準を遵守する。

以上のことから、施設（浸出水処理施設）の稼動及び埋立作業による騒音が周辺地域に及ぼす影響は、小さいものと予測される。

表5-2-10　事業計画地の北東側敷地境界における騒音レベル予測結果
(単位：ﾃﾞｼﾍﾞﾙ)

	予測時間帯
	予測結果（ＬA5）
	時間の区分
	規制基準値

	埋立作業実施時間帯

（9時～17時）
	63
	昼間
	55

	埋立作業停止時間帯

（17時～9時）
	33
	朝・夕
	50

	
	
	昼間
	55

	
	
	夜間
	45


注)1.時間の区分　朝：６時～８時、昼間：８時～18時

夕：18時～22時、夜間：22時～６時

2.規制基準の区分　第二種区域（用途地域のない地域）

廃棄物等運搬車両の走行
廃棄物等運搬車両の走行に伴う自動車騒音（以下「廃棄物等運搬車両騒音」という。）による走行ルート沿道の騒音の影響について予測した。

3） 予測概要

予測概要は、表5-2-11に示すとおりである。

表5-2-11　廃棄物等運搬車両騒音に係る予測の概要
	予測項目
	等価騒音レベル（LAeq）

	予測地点

（図5-2-1）
	自動車騒音の現地調査を実施した地点

①地点１：市道唐国久井線の沿道

②地点２：国道170号の沿道（和泉丘病院）

③地点３：国道170号の沿道（道の駅いずみ山愛の里付近）

	予測手法
	日本音響学会提案の予測式（ASJ RTN Model-2008）

	予測対象時期
	廃棄物等の運搬が最大となると想定される稼働条件の時期

	予測条件
	一般交通量と計画された廃棄物等運搬車両台数を用いて、道路構造や走行速度等を考慮し予測を行った。


①　予測の基本的な考え方

廃棄物等運搬車両による騒音への影響を、数値計算による定量的な手法により予測を行った。

②　予測地点

予測地点は、市道唐国久井線沿道、国道170号沿道（和泉ヶ丘病院及び道の駅いずみ山愛の里）の合計３地点とした。

③　予測手法

自動車騒音の予測は、既存道路の現況の等価騒音レベルに、事業の実施により増加する廃棄物等運搬車両の影響を加味し、建設省土木研究所の提案式を用いた定量的な手法で予測した。

予測手順は、図5-2-5に示すとおりである。
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図5-2-5　自動車騒音の予測手順
<予測式＞
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ここで、

[image: image8.emf]Ｌ

wA

： 自動車騒音のＡ特性音響パワーレベル(デシベル)

ｒ ： 音源と予測地点間の距離(ｍ)


計算による等価騒音レベルは、以下に示す「日本音響学会が示すASJ RTN-Model 2008」を用いて算出した。
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ここで、

[image: image11.emf]ΔＬ
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：排水性舗装等による騒音低減に関する補正量(デシベル)

ΔＬ

grad

：道路の縦断勾配による走行騒音の変化に関する補正量(デシベル)

ΔＬ

dir

：自動車走行騒音の指向性に関する補正量(デシベル)

ΔＬ

etc

：その他の要因に関する補正量(デシベル)


点音源ｉから放射された道路交通騒音が予測地点に到達した際のＡ特性音圧レベル

（ＬpAi）は、無指向性点音源の半自由空間における伝搬を考慮し、基本式から算出した。
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ここで、

[image: image13.emf]Ｌ

Aeq,C

：計算による道路交通騒音の等価騒音レベル(デシベル)

Ｌ

AE

：単発騒音暴露レベル(デシベル)[ﾕﾆｯﾄﾊﾟﾀｰﾝのｴﾈﾙｷﾞｰでの積分値]

ＮT ：時間範囲Ｔ(秒)の間の交通量(台)

Ｔ ：対象とする基準時間帯の時間(秒)[昼間57,600(秒)]

Ｔ

0

：１秒(基準時間)

Ｌ

pAi

：点音源ｉにおけるＡ特性音圧レベル

Δti ：自動車がｉ番目の区間に存在する時間(秒)


自動車走行騒音のＡ特性音響パワーレベル（ＬWA）は、予測対象道路の走行状況を考慮し、次式を用いて算出した。
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ここで、
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：廃棄物運搬車両騒音（等価騒音レベル）の予測結果(デシベル)
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ここで、
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なお、ΔＬsurf、ΔＬgrad及びΔＬetcは、影響を過少に評価することがないよう、騒音の低減効果を見込んでいない。

④　予測対象時期

予測対象時期は、廃棄物等の運搬が最大となると想定される稼働条件の時期とした。

⑤　予測条件

1 交通量

予測交通量は、現況の交通量調査結果及び廃棄物等運搬計画を基に表5-2-12～表5-2-14に示すとおりに設定した。また、廃棄物等運搬車両の搬入時間は9時～17時であることから、評価時間は環境基準の昼間の時間帯（6時から22時）とした。

なお、廃棄物等運搬車両の台数について、本予測においては、安全側の予測とするため、最大搬入台数（大型車90 台/日）が分散されずに、それぞれの予測地点に集中した場合を想定して予測を行った。

2 走行速度

走行速度は、法定速度である50km/hとした。

3 道路構造

予測対象道路の断面構造は、前掲の図5-1-8に示したとおりである。
表5-2-12　予測に用いた断面交通量（地点１:市道唐国久井線）
	時間区分
	現況交通量（台）
	将来交通量（台）

	
	北行き
	南行き
	北行き
	南行き

	
	大型車
	小型車
	二輪車
	大型車
	小型車
	二輪車
	大型車
	小型車
	二輪車
	大型車
	小型車
	二輪車

	6時～7時
	75
	88
	7
	53
	173
	13
	75
	88
	7
	53
	173
	13

	7時～8時
	121
	187
	3
	67
	611
	53
	121
	187
	3
	67
	611
	53

	8時～9時
	115
	269
	8
	109
	682
	107
	115
	269
	8
	109
	682
	107

	9時～10時
	135
	208
	4
	134
	273
	9
	146(11)
	208
	4
	145(11)
	273
	9

	10時～11時
	146
	199
	4
	164
	269
	5
	157(11)
	199
	4
	175(11)
	269
	5

	11時～12時
	135
	212
	4
	141
	219
	3
	147(12)
	212
	4
	153(12)
	219
	3

	12時～13時
	114
	233
	8
	126
	212
	11
	125(11)
	233
	8
	137(11)
	212
	11

	13時～14時
	145
	266
	12
	120
	193
	3
	157(12)
	266
	12
	132(12)
	193
	3

	14時～15時
	147
	290
	8
	147
	240
	7
	158(11)
	290
	8
	158(11)
	240
	7

	15時～16時
	139
	285
	13
	142
	264
	1
	150(11)
	285
	13
	153(11)
	264
	1

	16時～17時
	131
	347
	17
	138
	247
	11
	142(11)
	347
	17
	149(11)
	247
	11

	17時～18時
	101
	536
	59
	121
	248
	20
	101
	536
	59
	121
	248
	20

	18時～19時
	46
	490
	31
	89
	204
	8
	46
	490
	31
	89
	204
	8

	19時～20時
	52
	288
	33
	46
	171
	4
	52
	288
	33
	46
	171
	4

	20時～21時
	19
	271
	16
	48
	125
	1
	19
	271
	16
	48
	125
	1

	21時～22時
	19
	205
	11
	22
	81
	3
	19
	205
	11
	22
	81
	3

	合計
	1640
	4374
	238
	1667
	4212
	259
	1730(90)
	4374
	238
	1757(90)
	4212
	259


注）大型車の時間交通量の（　）数値は、増加した廃棄物等運搬車両台数を示す（内数）。

表5-2-13　予測に用いた断面交通量（地点２:国道170号　和泉丘病院）
	時間区分
	現況交通量（台）
	将来交通量（台）

	
	東行き
	西行き
	東行き
	西行き

	
	大型車
	小型車
	二輪車
	大型車
	小型車
	二輪車
	大型車
	小型車
	二輪車
	大型車
	小型車
	二輪車

	6時～7時
	92
	156
	1
	81
	195
	0
	92
	156
	1
	81
	195
	0

	7時～8時
	66
	386
	5
	102
	485
	12
	66
	386
	5
	102
	485
	12

	8時～9時
	180
	448
	6
	67
	616
	25
	180
	448
	6
	67
	616
	25

	9時～10時
	141
	354
	5
	81
	299
	9
	152(11)
	354
	5
	92(11)
	299
	9

	10時～11時
	75
	400
	3
	113
	349
	11
	86(11)
	400
	3
	124(11)
	349
	11

	11時～12時
	114
	361
	4
	84
	476
	10
	126(12)
	361
	4
	96(12)
	476
	10

	12時～13時
	82
	294
	8
	134
	337
	11
	93(11)
	294
	8
	145(11)
	337
	11

	13時～14時
	89
	379
	9
	109
	473
	7
	101(12)
	379
	9
	121(12)
	473
	7

	14時～15時
	96
	433
	7
	129
	362
	5
	107(11)
	433
	7
	140(11)
	362
	5

	15時～16時
	126
	393
	8
	100
	455
	6
	137(11)
	393
	8
	111(11)
	455
	6

	16時～17時
	66
	605
	9
	69
	487
	4
	77(11)
	605
	9
	80(11)
	487
	4

	17時～18時
	83
	592
	14
	81
	513
	9
	83
	592
	14
	81
	513
	9

	18時～19時
	48
	590
	21
	54
	383
	3
	48
	590
	21
	54
	383
	3

	19時～20時
	20
	407
	17
	18
	305
	7
	20
	407
	17
	18
	305
	7

	20時～21時
	9
	316
	8
	8
	261
	11
	9
	316
	8
	8
	261
	11

	21時～22時
	4
	241
	5
	17
	192
	8
	4
	241
	5
	17
	192
	8

	合計
	1291
	6355
	130
	1247
	6188
	138
	1381(90)
	6355
	130
	1337(90)
	6188
	138


注）大型車の時間交通量の（　）数値は、増加した廃棄物等運搬車両台数を示す（内数）。

表5-2-14　予測に用いた断面交通量（地点３:国道170号　道の駅いずみ山愛の里付近）
	時間区分
	現況交通量（台）
	将来交通量（台）

	
	東行き
	西行き
	東行き
	西行き

	
	大型車
	小型車
	二輪車
	大型車
	小型車
	二輪車
	大型車
	小型車
	二輪車
	大型車
	小型車
	二輪車

	6時～7時
	92
	156
	0
	82
	190
	0
	92
	156
	0
	82
	190
	0

	7時～8時
	63
	383
	5
	99
	496
	14
	63
	383
	5
	99
	496
	14

	8時～9時
	178
	455
	6
	64
	613
	26
	178
	455
	6
	64
	613
	26

	9時～10時
	151
	359
	4
	85
	278
	10
	162(11)
	359
	4
	96(11)
	278
	10

	10時～11時
	69
	400
	2
	116
	363
	9
	80(11)
	400
	2
	127(11)
	363
	9

	11時～12時
	112
	348
	3
	91
	471
	7
	124(12)
	348
	3
	103(12)
	471
	7

	12時～13時
	77
	287
	7
	127
	326
	13
	88(11)
	287
	7
	138(11)
	326
	13

	13時～14時
	82
	366
	9
	104
	463
	6
	94(12)
	366
	9
	116(12)
	463
	6

	14時～15時
	96
	430
	5
	137
	365
	5
	107(11)
	430
	5
	148(11)
	365
	5

	15時～16時
	128
	380
	10
	96
	451
	2
	139(11)
	380
	10
	107(11)
	451
	2

	16時～17時
	62
	616
	5
	71
	483
	5
	73(11)
	616
	5
	82(11)
	483
	5

	17時～18時
	78
	589
	17
	82
	516
	11
	78
	589
	17
	82
	516
	11

	18時～19時
	49
	577
	21
	59
	380
	3
	49
	577
	21
	59
	380
	3

	19時～20時
	16
	393
	18
	11
	303
	8
	16
	393
	18
	11
	303
	8

	20時～21時
	5
	309
	10
	8
	247
	9
	5
	309
	10
	8
	247
	9

	21時～22時
	4
	235
	5
	18
	193
	7
	4
	235
	5
	18
	193
	7

	合計
	1262
	6283
	127
	1250
	6138
	135
	1352(90)
	6283
	127
	1340(90)
	6138
	135


注）大型車の時間交通量の（　）数値は、増加した廃棄物等運搬車両台数を示す（内数）。

4） 予測結果

道路官民境界での騒音の予測結果は、表5-2-15に示すとおりである。

現地調査の現況値に廃棄物等運搬車両の増加交通量を上乗せした将来の等価騒音レベルは、地点１で69デシベル、地点２で68デシベル及び地点３で72デシベルと予測された。地点１及び地点３では環境基準値を上回る結果となったが、現況値と予測結果の騒音の増加レベルは、すべての地点で0デシベルと予測された。

表5-2-15　廃棄物等運搬車両騒音の予測結果(平日：昼間)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：デシベル）

	予測地点
	現況値

（LAeq）
	予測結果（LAeq）
	現況値と予測結果との差
	環境

基準値

（昼間※）

	地点１

(市道唐国久井線)
	69
	69
	0
	65

	地点２

(国道170号 和泉丘病院)
	68
	68
	0
	70

	地点３

(国道170号 道の駅

いずみ山愛の里)
	72
	72
	0
	70


注) ※昼間は6時～22時の16時間である。

5.2.3  影響の分析

（1） 分析の基本的な考え方

騒音の影響の分析は、予測の結果を踏まえ、環境への影響が実行可能な範囲内で回避され、又は低減されているものであるか否かについて、明らかにするとともに、環境基準や生活環境の保全上の目標と予測値を対比して、その整合性を検討することにより行った。

（2） 分析の結果

１）影響の回避または低減に係る分析

騒音の影響を、可能な限り小さくするため、引き続き以下の措置を講じることとする。

①　施設（浸出水処理設備）の稼働、埋立作業
・埋立作業機械等は、整備・点検を行うことにより、常に良好な状態で使用し、環境への負荷を低減する。
・埋立作業機械は、低騒音型を用いる。
・埋立作業機械の稼働時間帯は昼間の９時～17時とし、夜間の環境への負荷を軽減する。

②　廃棄物等運搬車両の走行
・廃棄物等運搬車両は、整備・点検を行うことにより、常に良好な状態で使用し、環境への負荷を低減する。
・騒音の影響を軽減するため、廃棄物等運搬車両の走行に際しては、制限速度の遵守等、運転者に適正走行の周知徹底を図るよう指導する。

・沿道環境を保全するため、廃棄物等運搬車両は、本計画で予定した前掲の図3-3(1)の指定ルートを走行するよう指示する。

・廃棄物等の搬出入の時間帯は昼間の９時～17時とし、車両の運行は昼間の時間帯に限定することで、夜間の沿道環境を保全する。

・廃棄物等運搬車両については、当社フロントサービスセンターより、各工場に搬入台数や出発時刻等の指示を出し、特定の日や時間帯に運搬車両が集中しないように運行指定を行う。

以上のことから、施設等の稼働による騒音並びに廃棄物等運搬車両の走行に伴う自動車騒音が周辺環境に及ぼす影響は、実行可能な範囲で回避・低減されていると分析する。

２）生活環境の保全上の目標との整合に係る分析

①　施設（浸出水処理設備）の稼働、埋立作業
生活環境の保全上の目標は、以下のとおりとした。
[image: image18.emf]廃棄物等運搬車両の走行による等価騒音レベルの増加量（デシベル）


事業計画地の北東側敷地境界における施設（浸出水処理施設）の稼働及び埋立作業に伴う騒音影響の予測結果は、埋立作業停止時間帯は33デシベルと騒音規制法に基づく規制基準値を下回ったが、埋立作業実施時間帯は63デシベルと規制基準値を上回る結果となった。

規制基準値を上回った原因は埋立作業機械の稼動音によるものであるが、埋立作業機械は、広大な処分場内を移動しながら順次埋立作業を行うため、敷地境界の特定の地点でこのような騒音が継続することはないとともに、処分場の周辺地域は森林・ため池及び大栄環境株式会社管理地であるため、敷地境界付近には住居等の保全対象施設は存在せず、将来立地する可能性もほとんどない。
また、予測では、周辺の地形による回折や森林緑地等の減衰効果を考慮していないため、その外側への影響はさらに低い値になると考えられる。

なお、将来、敷地境界付近に住居等の保全対象施設が立地する場合には、必要な騒音対策を講ずることにより規制基準を遵守する。

以上のことから、生活環境の保全上の目標との整合が図られていると分析する。

②　廃棄物等運搬車両の走行
生活環境の保全上の目標は、以下のとおりとした。
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廃棄物等運搬車両の走行に伴う自動車騒音の影響について、地点２で68デシベルと予測され、環境基準値を下回る結果となっており、環境基準との整合性が図られていると分析する。

また、地点１及び地点３については、現状で既に環境基準値を超えている状況であるが、現況値と予測結果の騒音の増加レベルは、0デシベルと予測され、周辺道路沿道の騒音に対する影響は軽微と考えられる。

以上のことから、生活環境の保全上の目標との整合が図られていると分析する。






































































・騒音に係る環境基準との整合が図られていること。


・ただし、既に環境基準値を超えている地点については、増加する廃棄物等運搬車両の影響が目標の達成と維持に支障を及ぼさないこと。























・処分場の敷地境界については、騒音規制法及び大阪府生活環境の保全等に関する条例に基づく特定工場に係る規制基準との整合が図られていること。
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[image: image20.emf]廃棄物等運搬車両の交通量から求めた等価騒音レベル（デシベル）

[image: image21.emf]・交通量・廃棄物等運搬車両走行の台数設定

・予測対象道路の道路構造等

予測対象道路の条件の設定
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